
「インフラ整備の担い手」、「地域の守り手」として持続可能な建設業へ

「新4K」の実現
給与・休日・希望
＋カッコイイ

▶方向性
　建設業が「インフラ整備の担い手」及び「地域の守り手」として持続的な発展ができるよう、
令和6年4月から建設業にも適用された時間外労働の上限規制等に対応しつつ、「処遇改善」、
「資材高騰に伴う労務費へのしわ寄せ防止」、「働き方改革と生産性向上」に総合的に取り組む
ことが示されました。

▶主な内容

※今後、公布の日から起算して、1年6か月を越えない範囲内において施行されます。

令和6年6月、改正建設業法が成立・公布されましたので、概要を紹介します。

建設業法の改正について第2章

処遇改善 労務費への
しわ寄せ防止

働き方改革
生産性向上

賃金の引上げ 資材高騰分の転嫁 労働時間の適正化
現場管理の効率化
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第 2章建設業法の改正について


